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★事務事業の概要（ＰＬＡＮ）

【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

【意見や要望】

１　現状把握の部（ＤＯ、ＰＬＡＮ）
(1)事務事業の目的と指標
①手段(主な活動)

① 活動指標(事務事業の活動量を表す指標)

⇒
ア

イ

(単位)

②対象(誰、何を対象にしているのか) ＊人や自然資源等

③意図(この事業によって、対象をどう変えるのか)

(単位)

(単位)

ア

イ

ア

イ

⇒

⇒

②対象指標(対象の大きさを表す指標)

③成果指標(意図の達成度を表す指標)

(2)各指標･総事業費
   の推移

ア

イ

ア

イ

ア

イ

① 活動指標

② 対象指標

③ 成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算) 目標(当初予算) 実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

投

事
財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳業

費 （Ａ）事業費計

(A)のうち指定経費

(A)のうち時間外､特勤

入

量

人
件
費

トータルコスト(A)＋(B)

正規職員従事人数

延べ業務時間

(B)人件費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

総トータルコスト

ﾏﾆﾌｪｽﾄ
関連

全庁横断
課題関連

集中改革
ﾌﾟﾗﾝ関連

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

新規・拡充区分

予算の主な増減の理由

法令

見込

全体計画

28年度

32,425

32,425

1

4.34

1,683

2,740

4,423

0

0

6

10,238

0

4,423

29年度

30,359

30,359

0

4.27

3,696

3,696

0

0

6

11,143

44,081

47,777

30年度

45,000

45,000

1

4.4

3,770

3,770

0

0

8

15,000

59,760

63,530

30年度

31,137

31,137

0

4.41

3,281

3,281

0

0

7

12,886

50,796

54,077

31年度

35,000

35,000

1

4.45

5,084

35

5,119

0

0

6

11,250

44,820

49,939

 2年度

35,000

35,000

1

4.45

4,000

4,000

0

0

6

11,250

44,820

48,820

 3年度

35,000

35,000

1

4.5

4,000

4,000

0

0

6

11,250

44,820

48,820

 4年度

35,000

35,000

1

4.5

4,000

4,000

0

0

6

11,250

44,820

48,820

(平成30年度実績と平成31年度計画) 令 和 元 年  6 月 1 0 日 更 新

西合志庁舎窓口運営事業

   1 自治の健康 市民生活部 三苫　幸浩

   2 行政改革の推進 西合志総合窓口課 坂本　香織

   7 市民サービスの向上 西合志総合窓口班 2113

住民基本台帳法、戸籍法、ほか各業務に関
する法令　市印鑑登録条例等一般   2   1  21    11098

単年度のみ 単年度繰返 26
30年度で終了 30年度から開始

期間限定複数年度

住民登録や戸籍など、住民窓口として行なう業務(住民基本台帳、個人番号、戸籍、印鑑登録事務、自動車臨時運行許可
事務、各種協議会参画等)のほか、庁舎一本化に伴い各種行政手続きに関する申請や受付などの総合的な窓口業務を行な
う事業である。特に組織集約後は、健康福祉関係(健康づくり、福祉、子育て、高齢・介護、保険・年金等)事務の取扱に
移行している。加えて、公金収納事務(指定金融機関(JA)派出所不在時13:00～14:00)を行なっている。

①各種申請・届出受付(住民登録や戸籍、行政手続上の申込、請求など)、②内容審査、③登録、④関係課や市民課への連
絡及び通知等、⑤申請等に基づく証明書の発行及び届出の受理、⑥届出書等の整理、⑦フロアマネジャーの調整、⑧西合
志庁舎施設の日常保全(管財課所管)

①報酬(フロアマネジャー：3人)、②時間外勤務手当、③消耗品費、④役務費、⑤委託料(POSﾚｼﾞｼｽﾃﾑ保守業務)

平成30年5月の合志庁舎への行政機能統合後、西合志総合窓口への来庁者からは、「職員やお客さんが少なくなり、駐車場
も空いていて寂しくなった。業務を行なっているのか分からない。」「健康福祉関係（国保、年金、子育て等)の申請手続
きがこれからもできるのか。西合志総合窓口はこのままここにあるのか。取り扱う業務は減るのか。」「高齢なので、合志
庁舎まで出向くのは大変だ。遠い。交通の便が良くない。」「合志庁舎でしかできない用務があり、レターバスで行きたい
が、西合志庁舎から合志庁舎までのバスが２時間に１本くらいなので不便。」「西合志庁舎は今後どうなるのか。今後の活
用方法は？どこかに貸すのか？」など、総合窓口を残して欲しいという声、西合志庁舎周辺を心配する声や意見がある。

30年度実績(30年度に行った主な活動) (DO) 31年度計画(次年度に計画している主な活動)(PLAN)
課内研修等により知識の向上と業務改善を図り、適正な窓口業務を行な
った。また、御代志市民センター移転に向けた検討を行なった。

指定金融機関撤退に伴い、公金収納事務を終日行う。また、業務を停滞させ
ずに5月に御代志市民センター内に移転するための準備を行ない、引き続き円
滑な運営が行えるよう検証を行なう。
周辺施設と一体的に利用しやすい環境を提供するために協議を行なう。

移転による役務費、消耗品費、備品購入費の増。人員配置見直し
による報酬、時間外手当の減。

年間事務処理件数 件

来所者 来所者数 人

満足度の高いサービスを提供する。 窓口サービス等での苦情件数 件数

窓口アンケート結果の総合評価点数 点数

＊③成果指標設定の理由と31年度目標値設定の根拠
住民の窓口業務に対するニーズは多様化してきており、職員の迅速・丁寧な窓口対応をすることで住民から信頼される職員であるために
、アンケートの実施結果に基づき、現状の把握を行い、より満足度が高いサービスを提供する。
※満足度の高いサービス：「待たせない」「分かりやすい」「信頼できる」対応を来所者それぞれに実行できることで、高まっていく。

～　　年度
0

件

人

件数

点数



事務事業名 所属部 所属課

２　評価の部（ＣＨＥＣＫ）

目
標
達
成
度
評
価

有
効
性
評
価

効
率
性
評
価

公
平
性
評
価

役
割
分
担
評
価

③成果の向上余地

④類似事業との統廃合・連携の可
能性

⑤事業費の削減余地

⑥人件費（延べ業務時間）の削減

余地

⑦受益機会・費用負担の適正化余
地

⑧行政の役割分担の適正化

３　評価結果の総括（ＣＨＥＣＫ）　

４　今後の方向性（事務事業担当課案）（ＡＣＴＩＯＮ）
（1）今後の事業の方向性（改革改善案）・・・複数選択可

（3）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策

（2）改革・改善による期待成果

コスト

削減 維持 増加

向上

維持

低下

成
果

市志合

（廃止・休止の場合は記入不要）

（具体的な手段、事務事業）

西合志庁舎窓口運営事業 市民生活部 西合志総合窓口課

＊原則は30年度の事後評価、ただし複数年度事業は30年度実績を踏まえての途中評価

達成した 達成しなかった　 ⇒【原因

①30年度目標達成度評価

目標達成見込みあり⇒【理由 目標達成は厳しい ⇒【理由と対策

窓口職員及びフロアマネジャーが協力し本課(合志庁舎)との連携体制を整え、迅速(待
たせない)で分かりやすい案内や説明に努める。また、法令等に基づく正確・適正な事
務を行なうことにより信頼できる窓口対応を実行することで、目標を達成する見込みが
ある。

②31年度目標達成見込み

向上余地がある　　⇒【理由 向上余地がない　 ⇒【理由

対応職員やフロアマネジャーの資質向上、相互協力や本課(合志庁舎)との連携強化によ
り満足度の高いサービスを提供することで、成果向上の余地はある。

他に手段がある 他に手段がない　 ⇒【理由
統廃合・連携ができる　 ⇒【理由
統廃合・連携ができない ⇒【理由

市民課及び支所(泉ヶ丘、須屋)の業務と同事業であるが、地域的な市民サービスを担う
ものとして本事業(西合志総合窓口)がある。各窓口間においては、既に情報の共有や来
所者のつなぎなどで連携が図られているが、物理的な点から統廃合はできない。
また手段として、生涯学習施設である御代志市民センター内に西合志総合窓口を配置す
ることにより、施設を複合的に有効活用し、周辺施設との往来など、活性化を目指す。

削減余地がある　　⇒【理由 削減余地がない　 ⇒【理由

最低限の予算で運営しており、加えて次年度は生涯学習施設である御代志市民センター
内への移転を予定しており、周知や分かりやすい案内表示など、不測の経費も予想され
るため、事業費の削減はできない。

削減余地がある　　⇒【理由 削減余地がない　 ⇒【理由

平成30年度は、合志庁舎への行政機能統合の影響により西合志総合窓口の利用頻度や事務取
扱件数が未知数のため、本事業への人件費は十分確保されていた。しかし、統合後の取扱件
数の推移や今後御代志市民センター内への移転を考慮すると、機能や規模に即した最適な人
件費とするには削減を含め検討の余地はある。

見直し余地がある　⇒【理由 公平・公正である ⇒【理由

市内(53.19㎢)に、市民窓口事務を取り扱う施設は４箇所あり、他自治体と比較してもエリ
アごとの窓口サービスの機会は提供できており、取扱内容も平等で公平・公正な対応を行な
っている。費用負担としての証明手数料は、手数料条例に基づいて負担され適正である。

見直し余地がある　⇒【理由 役割分担は適正である ⇒【理由

法定受託事務として国の関与を要する事務であり、法令、条例に基づいて事務を行う義
務があるため、必ず公共が行なう事業であり適正である。また、個人情報保護の観点か
らも自治事務であり、公共の役割分担は適正である。

総合窓口に訪れる来所者にとって「満足度の高いサービスを提供する。」ことを目的に、職員とフロアマネジャー間、両庁
舎間、総合窓口と本課(合志庁舎)間がサポートし合い連携して、「待たせない」「分かりやすい」「信頼される」を目指し
て業務全般にわたって正確・迅速・丁寧な事務対応を行なった。

廃止 休止 目的再設定 事業統廃合・連携 事業のやり方改善（有効性改善
事業のやり方改善（効率性改善 事業のやり方改善（公平性改善
現状維持（従来通りで特に改革改善をしない


